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１．研究計画の概要
広い波長域に対して透明であるメソポー

ラスシリカに、常識では考えられない光触媒
機能を見出した。この発現メカニズムを解明
するとともに、揮発性有機化合物の分解や、
アルカンからアルコールを合成する光触媒
としての応用を検討する。

２．研究の進捗状況
細孔径を制御したメソポーラスシリカの

光触媒機能性が、細孔径の大きさにより大き
く変化し、その 1つの原因が、吸着選択性に
よるものであることを明らかにした。また、
従来の酸化チタンでは光触媒反応が高速で
あり中間体が形成されにくいのに対し、メソ
ポーラスシリカでは触媒反応が緩やかで中
間体が形成されやすい特徴のあることを明
らかにした。さらに、酸素欠陥の導入のため
短パルスレーザー照射をおこなったところ、
酸化チタン光触媒は黒色に着色し、可視光に
対しても光触媒機能を示すが、メソポーラス
シリカの光機能性は特に影響を受けないな
どの特徴のあることを示した。さらにエタン
からエタノールが形成されること、n-吉草酸
や n-酪酸等、多くの特定悪臭物質に対しても
分解することを見出した。また、メソポーラ
スシリカの光機能性は 3次元規則性を持った
構造に基づくものではなく、多孔性シリカの
持つ性質であることを明らかにした。

３．現在までの達成度
当初の予定通り研究を進めることができ

た。アルカンの部分酸化としてエタンのエタ
ノール化に成功している。より工業的に重要
性の高いメタンのメタノール化については
実現していない。より深く検討する必要があ

る。また、光機能性発現の理由が細孔の規則
構造によるものではないことを明らかにし
た。さらなる詳細な反応メカニズムの解明も
必要である。

４．今後の研究の推進方策
当初予定通り 22年度に引続き 23年度も反応
メカニズムのより詳細な解析を ESR や NMR を
用いて行う予定である。また、メソポーラス
シリカの光機能性が規則性を持った構造に
基づくものではないことが分かったため、
1nm 以下の細孔径を持つ多孔性シリカを作製
して、メタンのメタノール化を検討する。さ
らに、さまざまな VOCを発生する向上などで、
オールマイティーな VOC除去技術が開発され
ていないので、多孔性シリカ、酸化チタン、
さらにはオゾンやマイクロ波などを組み合
わせた除去システムなどの構築のための指
針を導く。
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